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内部統制システム構築の基本方針の一部改定に関するお知らせ 

 

 

 当社は、２０１２年２月７日開催の取締役会において、内部統制システム構築の基本方針に関し、

一部改定することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。（改定箇所は、下線

で示しております。） 

 

記 

 

1．取締役・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

 当社は、役員及び従業員に対して、法令遵守は当然のこととして、社会の構成員としての企業

人・社会人として求められる倫理観・価値観に基づき誠実に行動することを求め、またこれらの

コンプライアンスに係ることについて社員研修等の実施を通して周知徹底を図る。また、法令上

疑義のある行為について、従業員が直接、管理担当役員に情報提供を行う体制をとることとする。 

 

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

 当社は、取締役の職務の執行に係る情報については、法令や社内規定に基づきその保存媒体に

応じて適切かつ確実に検索性の高い状態で保存･管理することとする。 

 

３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

 当社は、災害、品質、情報セキュリティ等に係るリスクについては、それぞれの担当部署にて、

規則・ガイドライン等を制定する。 

 また、工場においては専門の組織を設置し、環境面、労働安全衛生面、品質管理面を監査し、

リスクの防止に取り組むこととする。 

 万一不測の事態が発生した場合には、対策本部を設置し担当する本部長を決め、各部門の責任

者及び顧問弁護士等を含む外部アドバイザリーにより構成するチームを組織し、迅速な対応を行

い、リスクの拡大を防止し、これを最小限に止める体制を整える。 



４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の基礎として、取締役会を

月１回定時に開催するほか、必要に応じて随時開催するものとする。 

 また、常務以上で構成される経営幹部会を週に１度開催し、当社の経営方針および経営戦略に

係る重要事項については事前に議論を行い、その審議を経て執行決定を行うものとする。 

 取締役会の決定に基づく業務執行については、執行役員規程、組織規程、職務分掌規程におい

て、それぞれの責任者および責任、執行手続の詳細について定めることとする。 

 

５．当社企業グループにおける業務の適正を確保するための体制 

 グループ会社における業務の適正を確保するため、取締役はグループ会社において法令違反を

発見した場合は、速やかに監査役に報告するものとするとともに、是正するものとする。関係会

社の経営管理については、各社の自主性を尊重する一方で、関係会社管理規定に従い、当社への

決裁や報告を行うこととする。 

 

６．監査役の職務を補助すべき使用人に関する体制と当該使用人の取締役からの独立性に関する事

項 

 監査役は、内部監査室所属の社員に監査業務に必要な事項を命令することができるものとし、

監査役より監査業務に必要な命令を受けた社員はその命令に関して、取締役、内部監査室長等の

指揮命令を受けないものとする。 

 

７．取締役および使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制およ

び監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

 取締役及び使用人は、監査役会に対して、法定の事項に加え、当社及び当社グループに重大な

影響を及ぼす事項、内部監査の実施状況及びその内容を速やかに報告するものとする。また、前

記に関わらず監査役はいつでも必要に応じて、取締役及び使用人に対して報告を求めることがで

きることとする。 

 

８．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその体制 

  当社は、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは一切の関係を遮断するととも

に、これら反社会的勢力に対しては、警察等の外部専門機関と緊密に連携し、全社を挙げて毅然

とした態度で対応する体制を整える。 

 

以 上 


